
事例内容・タイトル

出典

団体の属性 都道府県

先進事例検索システム

事例№ 1602

公表年度 R3

団体名 新潟県

事例区分
（大）

行政改革
事例区分
（小）

業務の効率化

事例種類 働き方改革の取り組み

県庁働き方改革の実現に向けた取組～キーワードは「まずはやってみ
る！」～

地方公務員月報（令和４年３月号）

地方公共団体金融機構



地方公務員月報　令和 4年 3月号 170

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk

１　

は
じ
め
に

　

政
府
に
お
い
て
平
成
二
九
年
三
月
に
「
働
き
方
改
革
実

行
計
画
」
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
的
な
働
き
方
改
革

の
動
き
が
あ
る
中
、
本
県
に
お
い
て
も
職
員
の
長
時
間
勤

務
の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
平
成
三
〇
年
二
月
に
、
知
事
の

指
示
の
も
と
、
副
知
事
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
新
潟
県
庁
働

き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
同
年

一
〇
月
、
長
時
間
勤
務
の
解
消
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
向
け
た
「
新
潟
県
庁
働
き
方
改
革
行
動
計
画
」

（
以
下
「
行
動
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、
県
庁
全
体

の
働
き
方
改
革
の
取
組
を
加
速
化
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

２　

県
庁
働
き
方
改
革
行
動
計
画
の
策
定

（
１
）
基
本
方
針

県
庁
の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
長
時

間
勤
務
を
解
消
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
職

員
一
人
一
人
が
仕
事
に
や
り
が
い
を
持
ち
な
が
ら
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
効
率
的
で
質
の
高
い
働
き
方

を
実
現
し
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
基
本
方
針
を

定
め
、
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

新
潟
県
庁
働
き
方
改
革
行
動
計
画

　
【
基
本
方
針
】

　

働
き
や
す
く
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
を

進
め
な
が
ら
、
職
員
一
人
一
人
が
、
仕
事
に
や
り
が

い
を
持
ち
、
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
成
果
を
上
げ
る
効
率
的
で
質
の
高

い
働
き
方
に
よ
り
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

（
２
）
改
革
の
三
本
柱

県
庁
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
、
改
革
の
三
本

新
潟
県

働き方改革の取り組み働き方改革の取り組み

県
庁
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
取
組

～
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
！
」
～

新
潟
県
総
務
管
理
部
人
事
課
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柱
を
設
け
、
柱
ご
と
に
全
庁
統
一
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を

始
め
、
各
所
属
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
践
す
る
取
組
と
し

て
、
具
体
的
な
取
組
を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
ず
つ
設
定
し
た
。

【
改
革
の
三
本
柱
】

一
　
仕
事
の
「
進
め
方
」
を
変
え
る
！

二
　
仕
事
に
対
す
る
「
意
識
」
を
変
え
る
！

三
　「
働
き
や
す
い
職
場
」
に
変
え
る
！

（
３
）
行
動
計
画
の
数
値
目
標

数
値
目
標
と
し
て
、
毎
年
行
っ
て
い
る
職
員
の
勤
務
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
の
う
ち
、「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
仕
事
の
や
り
が
い
」
及
び
「
効
率
的
な

働
き
方
」
に
対
す
る
意
識
の
三
点
に
つ
い
て
目
標
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

に
向
け
て
、
時
間
外
勤
務
や
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
の

数
値
目
標
を
定
め
て
い
る
。
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（
４
）
具
体
的
な
取
組

各
所
属
に
お
い
て
は
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
！
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
実
情
に
合
わ
せ
て

重
点
的
に
実
施
す
る
取
組
を
ま
と
め
、
所
属
長
が
「
働
き

方
改
革
実
行
宣
言
」
を
宣
言
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

宣
言
は
、
各
所
属
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
、
重

点
的
に
実
施
す
る
取
組
を
所
属
職
員
と
共
有
し
な
が
ら
、

所
属
独
自
の
仕
事
の
や
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
合
わ

せ
て
、
具
体
的
な
取
組
を
実
践
し
て
い
る
。

（
５
）
行
動
計
画
の
進
捗
管
理

毎
年
度
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
計
画
の
進

捗
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
や
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
社
会
情
勢
の

変
化
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
年
度
の
重
点
方
針
を
定
め
、

具
体
的
な
取
組
を
決
定
し
て
い
る
。

３　

令
和
三
年
度
の
重
点
方
針
と
具
体
的
な
取
組

　

令
和
三
年
度
の
重
点
方
針
と
し
て
、
社
会
情
勢
や
新
た

な
行
政
課
題
等
も
踏
ま
え
、
次
の
三
点
を
掲
げ
、
具
体
的

な
取
組
を
進
め
て
い
る
。
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①
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対
応
し
た
働
き
方
改
革
の
加
速

②
職
員
（
特
に
若
手
職
員
）
の
や
り
が
い
の
向
上

③
効
率
的
な
業
務
執
行
・
適
正
な
勤
務
管
理

　

以
下
、
主
な
取
組
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対
応
し
た
働
き
方
改
革
の
加
速

（
１
）
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進

デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
環
境
の
整

備
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
及
び
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
導

入
等
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
会
議
室
十
六
か
所
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
用
の
Ｐ
Ｃ

一
二
〇
台
で
運
用
し
て
い
る
が
、
出
張
移
動
時
間
を
有
効

活
用
で
き
る
こ
と
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
既
に
職
員
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
三
年
度
末
に
は
、
Ｐ
Ｃ
二
〇
〇
台
を
追
加
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四
月

に
「
新
潟
県
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
構
想
」
を
策
定
し
、

県
民
の
利
便
性
向
上
や
職
員
の
業
務
効
率
化
な
ど
の
基
本

的
な
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
民
が
行
う

申
請
な
ど
の
手
続
き
の
う
ち
、
県
単
独
で
変
更
で
き
る
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
令
和
七
年
度
ま
で
に
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
導
入
に
つ
い
て
は
、
庁
外
で
使

用
で
き
る
通
信
を
内
蔵
し
た
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
を
五
七
〇
〇

台
導
入
す
る
と
と
も
に
、
執
務
室
と
会
議
室
に
お
け
る
庁

内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
利
便
性
を
兼
ね

備
え
た
構
成
に
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

庁内でのＷＥＢ会議風景

ＷＥＢセミナー風景
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（
２
）
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
の
一
つ

と
し
て
活
用
を
開
始
し
た
が
、
令
和
三
年
度
か
ら
は
、
職

員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
一
層
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た

め
、
実
施
要
領
を
策
定
し
、
手
続
き
や
勤
務
時
間
の
管
理

方
法
等
を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
各
所
属
に
お
い
て
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
行
う
こ
と
が
可
能
な
業
務
の
切
り
出
し
を

行
っ
た
。

　

併
せ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
ん
で
い
る
所
属
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
全
庁
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
毎
月
、
各
所
属
に
お

い
て
実
施
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実

施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
は
、
庁
内
の

仕
事
の
進
め
方
の
見
直
し
な
ど
も
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
３
）
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
技
術
の
導
入

業
務
の
効
率
化
に
資
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
令
和
二
年

度
か
ら
「
Ａ
Ｉ
会
議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し

て
い
る
が
、
職
員
か
ら
も
「
業
務
の
効
率
化
と
情
報
発
信

の
ス
ピ
ー
ド
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
好
評
で
あ
り
、

今
後
、
Ａ
Ｉ
技
術
が
更
に
進
む
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
省

力
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年

度
か
ら
専
用
端
末
を
配
置
し
、
本
格
的
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
技
術
を

活
用
し
た
業
務
自
動
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
在
、

専
用
端
末
で
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
実
践
し
て
い
る
業
務
は
、
ご
く
一

部
の
業
務
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
更
な
る
活
用
に
向
け

て
、
業
務
の
洗
い
出
し
と
幅
広
い
実
施
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

職
員
（
特
に
若
手
職
員
）
の
や
り
が
い
向
上

（
１
）
庁
内
助
っ
人
制
度
の
導
入

職
員
の
や
り
が
い
の
向
上
や
ス
キ
ル
・
経
験
を
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
助
っ
人
」
と
し
て
他
所
属
へ

の
短
期
間
の
応
援
を
行
い
や
す
く
す
る
制
度
で
あ
り
、
令

和
三
年
度
か
ら
試
行
し
て
い
る
。
実
施
方
法
は
、
①
「
公

募
型
」、
②
「
自
己
登
録
型
」、
③
「
個
別
依
頼
型
」
の
三

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
助
っ
人
の
募
集
と
応
募
は
職
員
ポ
ー
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タ
ル
上
で
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
あ
く
ま

で
も
短
期
間
（
半
日
か
ら
三
日
程
度
）
の
応
援
で
あ
り
、

兼
務
発
令
は
行
わ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
、「
集
計
用
マ
ク
ロ
作
成
」

や
「
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
対
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
」
等
が

あ
り
、依
頼
元
所
属
か
ら
は「
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
っ

た
」、
助
っ
人
職
員
か
ら
は
「
自
分
の
経
験
が
他
の
業
務

で
も
活
か
さ
れ
、
役
に
立
て
て
う
れ
し
い
」
と
い
う
声
が

あ
っ
た
一
方
で
、
制
度
の
活
用
件
数
が
伸
び
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
よ
り
使
い
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
職
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

職
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
は
、
令
和
二
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
二
十
代
の
若
手
職
員
を
対
象
に
、
や
り

た
い
仕
事
の
発
見
と
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
目

的
に
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
本
庁
所
属
で
一
週
間
程
度
、

実
際
に
勤
務
を
行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
毎
年
度

一
〇
名
程
度
の
若
手
職
員
が
制
度
を
活
用
し
て
お
り
、
若

手
職
員
か
ら
は
、「
今
後
の
異
動
希
望
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
等

の
意
見
が
あ
り
、
ま
た
、
受
入
所
属
に
お
い
て
も
「
対
応

し
た
職
員
に
も
良
い
刺
激
と
な
っ
た
」
と
の
意
見
が
あ
る

な
ど
、
肯
定
的
な
評
価
を
得
て
い
る
。
今
後
も
、
若
手
職
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員
の
や
り
が
い
向
上
に
結
び
付
く
よ
う
、
必
要
な
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
３
）
庁
内
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
の
実
施

所
属
を
超
え
た
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
や
職
員
の
や
り
が
い
向
上
の
た
め
、
仕
事
で
身
に
つ
け

た
知
識
・
ス
キ
ル
か
ら
仕
事
外
の
経
験
ま
で
、
そ
の
分
野

に
精
通
し
た
職
員
（
庁
内
マ
イ
ス
タ
ー
）
が
講
師
と
な
り
、

自
身
の
知
識
や
経
験
を
若
手
職
員
に
共
有
す
る
「
庁
内
マ

イ
ス
タ
ー
講
座
」
を
令
和
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
講
座
は
、
職
員
研
修
に
よ
る
人
材
育
成
と
職
員
の
自

主
学
習
の
中
間
に
位
置
づ
け
、
職
員
が
気
軽
に
参
加
で
き

て
、
講
師
や
参
加
者
同
士
の
交
流
も
で
き
る
よ
う
に
、
短

時
間
で
か
つ
、
少
人
数
の
講
座
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

第
一
回
講
座
で
は
、
若
手
職
員
約
二
〇
名
が
参
加
し
、

「
内
容
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
行
政
職
と

し
て
実
務
的
な
講
義
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

も
聞
か
れ
、
若
手
職
員
の
勉
強
や
刺
激
に
な
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
講
師
と
な
る
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
や
り
が

い
向
上
に
も
つ
な
が
る
取
組
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

効
率
的
な
業
務
執
行
・
適
正
な
勤
務
管
理

（
１
）
仕
事
の
や
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し

業
務
の
削
減
・
効
率
化
に
当
た
っ
て
は
、
各
所
属
独
自

の
取
組
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
庁
の
統
一

ル
ー
ル
を
設
定
し
た
。

一
例
と
し
て
、
庁
内
照
会
に
よ
る
業
務
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
庁
内
に
お
け
る
「
照
会
に
係
る
ル
ー
ル
」
を
設

定
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
照
会
の
必
要
性
や
頻
度
等
、

照
会
自
体
の
見
直
し
を
行
い
、
②
照
会
範
囲
は
必
要
最
低

限
に
設
定
し
、
③
最
低
一
週
間
の
回
答
期
間
を
確
保
し
た
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う
え
で
、④
メ
ー
ル
等
の
件
名
に
期
限
を
明
示
す
る
な
ど
、

職
員
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
意
識
し
て
全
庁
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
庁
で
は
毎
週
水
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し

て
定
時
で
の
退
庁
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
毎
日
一
六
時

以
降
は
庁
内
に
お
け
る
会
議
や
電
話
照
会
な
ど
を
原
則
禁

止
と
す
る
「
集
中
タ
イ
ム
」
を
設
定
し
、
勤
務
時
間
内
で

の
業
務
完
了
を
促
進
し
て
い
る
。

（
２
）
応
援
体
制
の
強
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
を
始
め
、
災
害
や

突
発
的
な
業
務
等
、年
度
途
中
の
業
務
の
繁
閑
に
応
じ
て
、

兼
務
や
配
置
換
え
を
積
極
的
か
つ
柔
軟
に
運
用
す
る
と
と

も
に
、
業
務
量
が
増
加
し
、
増
員
が
必
要
な
場
合
に
、
各

部
局
の
判
断
で
臨
時
的
任
用
職
員
を
配
置
で
き
る
「
応
援

職
員
定
数
」
を
年
度
当
初
に
各
部
局
へ
一
定
数
配
当
し
、

迅
速
な
増
員
対
応
を
可
能
と
し
た
。

（
３
）
適
正
な
勤
務
管
理
と
職
員
の
健
康
管
理

行
動
計
画
で
は
、
時
間
外
勤
務
の
年
間
総
時
間
を
毎
年

度
五
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
当
該
目
標

時
間
を
踏
ま
え
た
部
局
ご
と
、
課
ご
と
、
職
員
個
人
ご
と

の
年
間
計
画
を
策
定
し
、
上
司
が
部
下
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
当
課
に
お
い
て
毎
月
、
全
職
員
の
時
間
外
勤
務

の
状
況
を
確
認
し
、各
部
局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、

長
時
間
勤
務
職
員
の
業
務
内
容
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
対

応
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
長
時
間
勤
務
職

員
へ
の
保
健
指
導
を
確
実
に
行
う
こ
と
で
職
員
の
健
康
管

理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

４　

お
わ
り
に

　

県
庁
の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
長
時

間
勤
務
を
解
消
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、
職
員
一
人

一
人
が
仕
事
に
や
り
が
い
を
持
ち
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
効
率
的
で
質
の
高
い
働
き
方
を
実
現

し
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
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要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
庁
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
実
現

は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
で
成
し
得
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま

た
、
一
つ
一
つ
の
取
組
に
よ
っ
て
劇
的
な
成
果
が
出
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
継
続
的
か
つ
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
一
人
一
人
が
意
識
を
高
く
持
っ
て
、「
ま

ず
は
や
っ
て
み
る
！
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
前
向
き
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
新
潟
県
庁
全
体
で
働
き
方
改
革
の

実
現
に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。


